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はじめに 

 

「面的評価支援システム操作マニュアル（別冊）道路横断面図作成編」は、道路横断面の作成にお

いて参考となる道路横断面図の作成例を記述したマニュアルです。 
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１．道路横断面作成パーツ 
道路横断面作成に必要なパーツと設定内容を下表に示します。 

表１－１ 道路横断面のパーツ及び設定内容 

パーツ名称 パーツ特性 入力タイプ 設定候補項目 デフォルト値 入力有効数 備考

車線数 選択 1車線～6車線 2車線 2車線

幅員(m) 入力・選択 2.75，3.00，3.25，3.50 2.75 少数第2位

密粒舗装

排水性舗装

音源 選択 中央，左，右，無 中央

施工後年数 選択 0年，1年，2年，3年，4年，5年以上 0年

構造音源(m) 入力・選択 無，1.0m，1.5m，2.0m，2.5m，3.0m 1 少数第2位

幅員(m) 入力 1 少数第2位（0.01ｍ）

コンクリート,アスファルト

やわらかい畑地

草地

固い地面

縁石 選択 有，無 無

幅員(m) 入力 2.00 少数第2位（0.01ｍ）

高さ(m) 入力 1.00 少数第2位（0.01ｍ）

コンクリート,アスファルト

やわらかい畑地

草地

固い地面

吸音率(%) 入力 2.0
地表面種類がコンクリート，アスファルトの場合、2%。芝地・
草地の場合、100%を標準とし、すべて入力変更可とする。

反射音補正(dB) 入力 0 少数第1位

高さ（深さ）(m) 入力 5.00 少数第2位（0.01ｍ）

掘割側壁吸音対策 選択 無，有 無

吸音率(%) 入力

「掘割側壁吸音対
策」が「有」の場合
85.0、「無」の場合、
2.0（固定）

少数第1位
掘割吸音板が無しの場合、2%固定値。それ以外では入力
変更可とする。

有限長補正(dB) 入力 0.0 少数第1位

幅(m) 入力 0.1

高さ(m) 入力 2

従来型（直壁）

ノイズデューサー

大型分岐

土工部用分岐

橋梁部用分岐

張り出し３ｍ

張り出し５ｍ

張り出し長さ(m) 入力

障壁の種類による
従来型（直壁）（0.0）
ﾉｲｽﾞﾃﾞｭｰｻｰ（1.5）

大型分岐（1.5）
土工部用分岐（1.0）
橋梁部用分岐（0.0）
張り出し3ｍ（3.0）
張り出し5ｍ（5.0）

少数第1位

統一型遮音壁 75 少数第1位

金属板 0

アクリル板 0

その他 0

空隙補正(dB) 入力 0

場所 選択 全体，中央，左，右

幅(m) 入力
土台となるパーツの
幅員

少数第2位

高さ(m) 入力 1～5 1.00 少数第2位

植栽個数 選択 1～6 1 整数

吸音補正(dB) 入力 0 少数第1位 通常は、0mとし、必要な場合に入力変更可とする。

高さ(m) 入力・選択 8，11 8 少数第2位

鋼橋：鋼床版鋼箱桁橋

鋼橋：ｺﾝｸﾘｰﾄ床版鋼箱桁橋

鋼橋：ｺﾝｸﾘｰﾄ床版鋼鈑桁橋

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋：I桁

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋：I桁以外

右側高欄高さ(m) 入力 1.0 少数第1位 1.0mを標準とし、入力変更可とする。

左側高欄高さ(m) 入力 1.0 少数第1位 1.0mを標準とし、入力変更可とする。

高架裏面吸音板 選択 無，有 有

吸音率(%) 入力 90 少数第1位 裏面吸音板が有る場合、入力可とする。

植樹帯

高架

種類 選択
鋼橋：鋼床版鋼箱桁

橋

障壁の種類 選択 従来型（直壁）

壁等

壁材／吸音率(%) 選択・入力

吸音対策無しの場合、０％。有りの場合、７５％（標準）又は入力

変更可とする。

複数障壁の場合は、代表の壁材を選択し、吸音率は壁全体の

平均吸音率を求めて設定する。
（平均吸音率）＝（壁１の吸音率×壁１の高さ ＋ ・・・

                      ＋ 壁ｎの吸音率×壁ｎの高さ）／(壁ｎ個の合計高さ）

斜面等
地表面の種類 選択 固い地面

掘割

幹線道路
側道・副道

路面の種類 選択 密粒舗装

中央帯
歩道
路肩
分離帯
側帯
空き地等

路面の種類 選択
コンクリート,アスファ

ルト
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１ 道路横断面の作成例 
 

下記の作成例を「３．道路横断面図作成例」の①～⑨に示します。 

① 平面の場合 

② 平面＋環境施設帯＋側道の場合 

③ 平面＋高架の場合 

④ 高架の場合 

⑤ 盛土の場合 

⑥ 盛土＋副道の場合 

⑦ 掘割の場合 

⑧ 掘割＋副道の場合 

⑨ 盛土＋掘割の場合 

  

２ 道路横断面図作成における注意事項 
    

 

道路横断面図のパーツの各設定の必要事項を下表に示します。 

 

表２－１ 道路横断面図作成時の必要事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーツ名称 パーツ特性
○：必要
△：適宜

パーツ名称 パーツ特性
○：必要
△：適宜

車線数 ○ 幅(m) ○

幅員(m) ○ 高さ(m) ○

路面の種類 ○ 張り出し長さ(m) ○

上下区分 ○ 障壁の種類 ○

音源 ○ 壁材／吸音率(%) △

施工後年数 ○ 有限長・空隙補正(dB) △

構造音源(m) ○ 場所 △

幅員(m) ○ 幅(m) △

路面の種類 ○ 高さ(m) △

縁石 △ 植栽個数 △

幅員(m) ○ 吸音補正(dB) △

高さ(m) ○ 高さ(m) ○

地表面の種類 ○ 種類 ○

吸音率(%) △ 右側高欄高さ(m) ○

反射音補正(dB) △ 左側高欄高さ(m) ○

高さ（深さ）(m) ○ 高架裏面吸音板 ○

掘割側壁吸音対策 △ 吸音率(%) △

吸音率(%) △

有限長補正(dB) △

・幹線道路
・側道
・副道

・中央帯
・歩道
・路肩
・分離帯
・側帯
・空き地等

・高架

・斜面等

・掘割

・壁等

・植樹帯
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パーツごとの設定事項を下記に示します。 

 

① 中央帯・歩道・路肩等 

 ・縁石 

縁石の高さは考慮していません。 

 

② 斜面等 

斜面の吸音率と吸音補正は適宜に設定しますが、標準として地表面種類がコンクリート・ア

スファルトの場合は２％とし、芝地・草地の場合は１００％とします。 

 

③ 掘割 

掘割側壁吸音対策がなされていない場合は２％とし、それ以外は適宜入力します。 

 

④ 壁等 

・吸音率 

吸音率のデフォルト値は、［壁材］の種類が吸音型の場合７５％、吸音型でない場合は０％

としています。また、吸音対策がある場合は入力値を変更可能です。 

 

壁の平均吸音率の算出方法 

 

   （平均吸音率）＝（壁１の吸音率×壁１の高さ＋・・・＋壁ｎの吸音率×壁ｎの高さ）

／（壁ｎ個の合計高さ） 

   ・有限長・空隙補正 

壁（遮音壁等）の有限長・空隙補正は標準として０であり、必要に応じて入力変更可能です。 

 

⑤ 植樹帯 

植樹帯については吸音補正を通常０とているため、特に断面図に記入する必要性は少ないで

す。しかし、植樹帯が大きく遮音効果がある場合は必要に応じて記入し補正値を入力する。 

 

⑥ 高架 

高架を建てるときは必ず中央帯のパーツを利用して土台を作成し、その上に高架を建ててく

ださい。 

高架の左右の高欄の高さについては、標準として１ｍとしています。 

裏面吸音板がある場合のみ吸音率が入力可能となります。 
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１ 道路横断面作成例 
    道路横断面作成例を道路構造毎に①～⑨に示す。 

１－１ 平面 
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１－２ 平面＋環境施設帯＋側道  
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 １－３ 平面＋高架 
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１－４ 高架 
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１－５ 盛土 
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１－６ 盛土＋副道 
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１－７ 掘割 
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１－８ 掘割＋副道 

 

　

 



Ⅲ 道路横断面作成例 

20 

 

１－９ 盛土＋掘割 
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略図作成例 
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１ 測定地点を詳細に表現した場合（測定地点の地盤高と車道の地盤高に高

低差がある場合） 
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２ 測定地点を簡易的に表現した場合 

 

＊空き地部分の高低差を無くして、測定位置（マイクロホン位置）は変えず表現した。 

実際は空き地部分が50cmあがっている 

実際の空き地の高さ50cm＋測定高さ1.2m＝路面からの高さ1.7m 


